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わが国は、かつてない継続的な人口減少と急速な少子高齢化の時代に突入し、そ

の一方で、アジア諸国の経済的な台頭はめざましく、東アジアとの交流も急速に増

加している。さらには、地球環境問題の深刻化、国・地方を通じた財政制約も厳し

さを増している。

また、北海道の長期的な開発の方向と実現のための方策を定めている「第６期北

海道総合開発計画」の点検・見直し作業が行われ、新たな「北海道総合開発計画」

の策定に向けた作業も行われている。

これら最近の社会経済情勢の変化に対応しつつ、釧路・根室地域の特性を活かし

た将来像とそれを実現するための社会資本整備のあり方について検討するとともに、

新たな「北海道総合開発計画」の策定作業に地域として情報発信していくため「釧

根地域将来像検討委員会」が設置された。

本委員会は、釧路・根室地域の将来像に関して具体的な検討を行い、新聞やホー

ムページなどを通じたパブリックインボルブメントや４回の委員会議論を経て、こ

の度「釧路・根室地域の目指す将来像と社会資本整備のあり方」としてとりまとめ

たものである。

本報告書でとりまとめた釧路・根室地域の目指す将来像を実現するための社会資

本整備を行うとともに、関係機関や地域住民等が協力、連携し、今後の地域づくり

に本報告書を活用していくことを望むものである。
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注1）「人口減少下における地域経営について～2030年の地域経済のシミュレーション～」（平成17年12月２
日地域経済研究会）による推計（図表１参照）
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釧路・根室地域は、2030年には2000年に比べ人口が約24％減少 し域内総生産が注1

約13％減少 するなど、全国や道内他地域に比べ人口減少が急速に進むと予測され、注１

このままでは経済規模の縮小に伴い、地域活力が失われていくことが懸念されてい

る。

釧路・根室地域の人口分布をみると、釧路市・釧路町、根室市、中標津町などに

集中しているが、全体的には分散的に集落が点在する傾向にある。

図表１ 域内総生産推計

資料）「人口減少下における地域経営について～2030年の地域経済のシミュレーション～」

2000年 2030年 2000年 2030年 2000年 2030年
（万人） （万人） （億円） （億円） （万円／人） （万円／人）

3,181.4 3,206.2 +0.8% 1,596,450 1,767,368 +10.7% 502 551 +9.9%

3,152.5 2,945.5 -6.6% 1,327,538 1,419,177 +6.9% 421 482 +14.4%

2,021.5 1,731.9 -14.3% 788,037 762,568 -3.2% 390 440 +12.9%

2,675.7 2,242.9 -16.2% 1,061,178 992,948 -6.4% 397 443 +11.6%

22.6 17.3 -23.5% 8,315 7,356 -11.5% 369 425 +15.3%

694.9 524.0 -24.6% 243,911 206,991 -15.1% 351 395 +12.5%

3.3 2.5 -25.9% 1,211 986 -18.5% 365 401 +9.9%

11,726.0 10,650.4 -9.2% 5,017,114 5,148,992 +2.6% 428 483 +13.0%

25.9 19.8 -23.6% 9,526 8,342 -12.4% 368 421 +14.4%

27.7 21.2 -23.5% 10,216 9,038 -11.5% 369 426 +15.4%

8.6 6.4 -25.6% 3,532 2,875 -18.6% 411 449 +9.2%

36.3 27.6 -24.0% 13,748 11,913 -13.3% 379 432 +14.0%

根室支庁

釧路支庁・根室支庁合計

釧路市都市圏・根室市都市圏合計

人口

10万人以上の都市圏
（県庁所在地以外、116都市合計）

10万人未満の都市圏
（110都市圏合計）

都市圏合計（269都市圏）

釧路支庁

東京都市圏

変化率

人口あたり域内総生産

うち釧路市都市圏

うち根室市都市圏

域内総生産

変化率 変化率

政令指定都市の都市圏
（9都市圏合計）

県庁所在地の都市圏
（政令指定都市以外、33都市圏合計）

(1)人口減少の進展

Ⅰ　地域の現状と課題

１．地域の現状



注2）国勢調査結果を元にしたコーホート要因法による推計（図表２参照）
注3）北海道農林水産統計年報（農林水産省北海道統計・情報事務所）（図表３参照）
注4）北海道統計書（北海道）（図表３参照）
注5）釧路から苫小牧、小樽への所要時間の短縮により、特に韓国向けのスケソウダラ輸出が前月比で３割を

超える月があるなど（農林水産物等輸出情報（農林水産省））、活発化している。
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また、高齢化率も2030年の時点で37.9％ と全道を上回ると予測されており、人注2

口減少と相まって各産業の「担い手」不足も懸念される一方で、酪農では全国や全

道他地域と比べ既に大規模化が進んでいる。

図表２ 高齢化率推計

資料）2005年までは国勢調査、以降は未来総研による推計

釧路・根室地域の農業、特に酪農では、１戸当たりの経営耕地面積が大きく、大

規模化が進んでおり、生乳生産量は1,331千t（2003年） で全国の15.8％、全道の注3

34.6％を占めている。

また、水産業でも生産高が850億円(2002年)で全国の5.1％（2002年） 、全道の注4

32.6％を占めており、道外市場のほか、近年では物流ルート整備によりスケトウダ

ラやタコなどの東アジアなどへの輸出も活発化 してきている。注5
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図表３ 釧根釧路・根室地域の農家人口などの全道構成比
（水産生産高および漁業経営体数は2002年、その他は2003年）

資料）北海道統計書（北海道）ほか

このように、釧路・根室地域の農業・水産業などは豊かな自然環境を背景に、全

国・全道に対する安全・安心で質の高い「食」の供給など重要な役割を担っている。

特に、道外市場との結びつきが強い。

一方、「食」の高付加価値化や他産業との連携はまだ十分に行われておらず、地

元消費、地元加工といった地域内循環 が十分に図られていない状況である。注６

図表４ 圏域別生産誘発構造（1998年）

資料）平成10年北海道内地域間産業連関表（北海道開発局）

注） 「自地域消費」とは当該地域における消費のことで、購入した財やサービスがどの地域で生産されたの

かを問わない。このため、「自給」とは異なる。

注6）圏域別生産誘発構造から「釧路・根室」の自地域消費をみると、35.0％となり道内６圏域で最も低い。

（図表４参照）
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注7）釧路・根室地域の外国人宿泊延数をみると、平成12年の42千人泊から一貫して増加しており、平成16年
には88千人泊となっている。（図表５参照）

注8）「地域経済の自立的発展と観光産業」（釧路公立大学地域経済研究センター・(財)日本交通公社（共同
研究））によると、釧路・根室地域における観光産業の域内付加価値は294億円（平成12年）と域内総生
産の2.3％を占めており、既に基幹産業である農業や漁業の半分程度の規模にまで達している。
（図表６参照）
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釧路・根室地域は、知床世界自然遺産や３つの国立公園（阿寒、知床、釧路湿

原）、６つのラムサール条約登録湿地など世界に誇れる自然環境に恵まれている。

釧路湿原では、行政機関、ＮＰＯ、学識経験者、地域住民などにより「釧路湿原

自然再生協議会」が設立され、多様な主体が連携し、地域産業や治水・利水と自然

環境との両立を図りつつ、釧路・根室地域固有の自然を次の世代に残していくため

の取り組みが行われている。

また、厚岸道立自然公園・周辺地域では、行政機関、産業団体、ＮＰＯ等が連携

し、自然環境を保全するための国定公園化に向けた取り組みが行われている。

観光面では、釧路・根室地域の入込観光客数が道内他地域と比べ相対的に少ない

ものの、既にアジア地域を中心とした海外観光客は増加傾向 にある。特に今年７注7

月に開催された日中韓観光大臣会合では「日中韓三国間の観光交流と協力の強化に

関する北海道宣言」が採択されるなど今後も活発化が予想される。こうした釧路・

根室地域の豊かな自然環境は観光産業 の振興にもつながると期待される。注8

図表５ 外国人宿泊延数（対全道シェア）

資料）北海道観光入込客数調査（北海道）

(3)豊かな自然
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注9） 釧路開発建設部の通行止め履歴をみると、その原因は吹雪が59％、雪崩９％、積雪８％、落石６％など
となっている。（図表７、８参照）

注10）中央防災会議「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に関する専門調査会」では、津波における地域の人
的、物的被害の想定なども行われている。（図表９参照）

- 6 -

図表６ 域内総生産に占める各種産業の付加価値の割合 主要産業間比較(2000年）～

資料）「地域経済の自立的発展と観光産業」より

一方、近年では国道通行止めの原因の６割を占める地吹雪や風雪被害により交通

障害 も発生していることに加え、沿岸には日本海溝・千島海溝を有することなど注9

から地震の頻度が高いと予測されており 、それに伴う津波の被害も懸念されてい注10

る。

また、釧路・根室地域は火山地帯でもあり、特に雌阿寒岳は2006年３月に小規模

噴火を起こすなど、現在も頻繁に噴火活動の起きる活火山である。このように釧路

・根室地域の自然環境は厳しさも併せ持っている。

図表７ 要因別通行止め履歴（平成５～15年）

資料）釧路開発建設部調べ

2.3%

10.3%

4.9% 4.6%
4.0%

3.5%
2.9%

1.7% 1.2%

観光産業 建築・土木 漁業 農業（酪農含む） 水産食料品 パルプ・紙など電力・ガスなど 通信・放送 石炭

59% 9% 8% 6% 18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吹雪 雪崩 積雪 落石 その他
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図表８ 路線別通行止め履歴（平成５～15年）

資料）釧路開発建設部資料

図表９ 津波の高さ

資料）中央防災会議資料
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